
令和２年度「こんな学校がいいな」教職員アンケート 集計結果 

 

提出数（人） 在籍数（人） 回収率（％） 

１１０ １１３ ９７．３ 

 

A：大いにそう思う   B：そう思う   C：あまり思わない   D：まったく思わない   E：わからない 

 

1. 学校は、保護者の要望・相談について適切に対応している。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

27 70 11 1 1 0 88.1% 10.9% 

 

2. 児童生徒の人権を尊重して教育活動を行っている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

24 80 4 1 1 0 94.5% 4.5% 

 

3. 学校は、いじめのない集団づくりに取り組んでいる。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

36 66 7 1 0 0 92.7% 7.2% 

 

4. 学習内容は個々の児童生徒に応じたものになっている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

20 76 10 1 3 0 87.2% 10.0% 

 

5. 児童生徒の学校の様子、学校行事や授業内容など、学校で行われている内容を保護者によく知らせている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

42 62 6 0 0 0 94.5% 5.4% 

 

6. 通知票は、児童生徒の学習状況や評価がよく分かるように工夫している。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

30 62 11 2 5 0 83.6% 11.8% 

 

7. 「個別の指導計画」に基づいて指導がされている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

24 74 8 2 2 0 89.0% 9.0% 

 

8. 授業参観など保護者が学校に来る機会がある。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

30 67 11 0 1 0 88.9% 10.0% 

 

 



9. 教室など校内の学習環境は整えられている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

10 64 33 3 0 0 67.2% 32.7% 

 

10. 給食の内容は、児童生徒の実態に対応できている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

35 67 7 0 1 0 92.7% 6.3% 

 

11. 進路についての情報提供があり、相談する機会がある。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

26 64 14 1 5 0 81.8% 13.6% 

 

12. 進学・進級した際の引継ぎができている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

21 65 12 2 10 0 78.1% 12.7% 

 

13. 学校では、カウンセリングマインドを取り入れた児童生徒の指導を行っている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

16 70 12 1 11 0 78.1% 11.8% 

 

14. 医療的ケアを行う際に、校内の医療的ケアマニュアルの活用による安全な指導ができている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

29 65 2 0 14 0 85.4% 1.8% 

 

15. 児童生徒の個人情報は守られている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

28 77 5 0 0 0 95.4% 4.5% 

 

16. 学校行事について教職員で話し合い、工夫、改善、精選を行っている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

29 70 9 2 0 0 90.0% 10.0% 

 

17. 教育活動に対する評価を行い、次年度の計画に生かしている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

22 69 13 1 5 0 82.7% 12.6% 

 

18. 教育活動に役立つ研修を計画的に行っている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

19 72 14 2 2 1 82.7% 14.4% 

 

 



19. 施設設備について、点検管理を行い、適切な修理を行っている。 

A B C D E 無回答 A+B C＋D 

13 65 27 3 2 0 70.9% 27.0% 

 

 

【 アンケート結果の分析 】 

 概ね肯定的な回答が多かった。 

 

 昨年度検討課題になっていた情報機器の設置と活用についての設問は、以下のとおりに改善した。 

肯定的回答  ＋９．７％ （令和元年度 69.3％ → 令和２年度 79.0％） 

否定的回答  －９．５％ （令和元年度 29.3％ → 令和２年度 19.8％） 

 

 教室などの環境整備の項目について、改善方向ではあるが、引き続きの検討課題である。 

肯定的回答  ＋２１．３％（令和元年度 ４５．９％ → 令和２年度 ６７．２％） 

否定的回答  －２０．３％（令和元年度 ５３．０％ → 令和２年度 ３２．７％） 

 

 進路についての情報提供についての項目が、中学部において昨年度より肯定的回答が減、否定的回答が増と

なっており、検討課題となっている。例年、中学部３年生のみを対象とした進路懇談会を実施しているが、今年度

は新型コロナウイルス感染症対策の観点から実施できなかったことが一因だと考える。次年度に向けて中学部

全学年を対象とした進路懇談会を設定し、情報を提供していきたい。 

 

 

 


